
国 際 会 長 ”Be the light of Hope” 「希望の灯となろう」

”Shere with a smile” 「わかち合いは微笑を もって」

アジア会長 ”Be the light of Hope” 「希望の灯となろう」

”Working together to serve better” 「よりよき奉仕のために共に働こう」

西日本区理事 ”Enjyoy Y's life with Consideeration！”思いやりを持ってワイズライフを！

”Ｓhare with a smile” ｢わかち合いは微笑をもって」

「CHALLENGE」
「出来る出来る必ず出来る やる気があれば必ず出来る」

標 語 西日本区強調月間

今 月 の 聖 句

「この朽ちるべきものがくちないものを着、
この死ぬべきものが死なないものを必ず
着ることとなります。」
コリントの信徒への手紙Ⅰ １５章５３節

ＥＦ･ＪＷＦ

・会 長 山下 太郎

・副会長 牧野万里子

・書 記 島田博司・市橋清太郎

・会 計 野田 泰伸

海外で

のＩＢＣ

キャンプ

に初めて

参加しま

したが、

やはり見

ると聞く

とでは大

違いでし

た。空港

の到着ロビーから横断幕を広げての歓迎を受け、早速あ

ちこちで握手やら抱擁大会が始りました。韓国チョンロ

クラブは既に到着をしており私たちの着くの待っていて

くれました。2年前に京都でお会いしているので少しは顔

見知りのメンバーもおられましたが、さすがに森田ワイ

ズのワールドワイドな顔の広さに対する驚きがここから

始るわけです。

バスに乗車するなりハンバーガーの昼食を頂き故宮博

物館へと向いました、随分以前になりますが2度ほど故宮

博物館に訪れた事があるのですが、あまり記憶も無くた

だ展示物に感心するのみです。手先の器用さではとても

かなう事が出来ないと痛感するのみでした。

初日はこの後ホテルに入り歓迎パーティーが行われた

わけですが、そこではそれぞれの国の踊りがメネットに

より披露されました。当地の宴会では最初に乾杯と言う

物が無く酒肴が運ばれたところか

ら勝手に飲み始めるようでして、

戸惑いもありましたが宴が進むに

つれ乾杯乾杯と杯をあける姿があ

ちこちで見受けられました。会長

挨拶が当然回ってきましたが片言

の英語と同じく片言の日本語のスピーチを市村ワイズに

通訳をしていただき無事終えることが出来ホッとした事

を覚えています。市村ワイズにはウエストクラブのスポー

クスマンとして大活躍をして頂きました。感謝！

二日目は朝から雨模様で昨日より随分冷え込みました

が、実は初日随分暑かったので後発組に電話をかけ「半

そでで充分」と伝えておりましたので中原ワイズ、松本

ワイズがアロハシャツで着たらと案じていました。

「Ｃｈａｌｌeｎｇｅ」 －出来る出来る必ず出来る やる気があれば必ず出来る―
会長 山下 太郎

「強い義務感を持とう！義務は全ての権利に伴う」

Club Office
京都ＹＭＣＡ本館

〒604中京区三条柳馬場角
TEL(075)231-4388

会員 25名

功労会員 2名

特別メネ １名

合計 28名

第一例会
メン 14名
メネット 1名
コメット 0名
ゲスト 0名
ビジター 0名
合計 15名

例会 出席者

第二例会
メン 20名
メネット 1名
コメット 0名
ゲスト 1名
ビジター 0名
合計 22名

第一例会 \ 0

第二例会 \ 15,000

累計 \95,216

ニコニコ

水なすファンド \26,220
コーヒーファンド \7,770
ﾗｰﾒﾝ･ｶﾚｰﾌｧﾝﾄﾞ \2,000
ｼｬﾝﾌﾟｰﾌｧﾝﾄﾞ \7,840

合 計 \43,830

ファンド

第２９代
クラブ

会長標語

出席率

84％

ﾒｲｷｬｯﾌﾟ含む

前月出席率

修正なし

2月在籍者
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初めてワイズ

メンズクラブ京

都部ＣＳチャリ

ティーボーリン

グに参加させて

いただきました。

しょうざんボー

リング場を借り

切っての総勢２

００人以上の大規模な大会となりまし

た。はっきり言って近くのレーンだけ

がウエストクラブのメンバーで、廻り

の大半のワイズメンは知らない方たち

ばかりでしたが皆さん和気あいあいと場を楽しんでいま

した。私は会長や岩本さん、中村さんと同じレーンで足

を引っ張りながらも楽しく過ごしました。周りの人達は

ストライクを調子よく出して、中でもお隣でプレイして

いた野田さんのご子息さんの活躍が目立っていて、本人

も随分満足しておられた様に感じました。結果発表の時

が近づき、私はブービー賞を狙おうと思ったり、飛び賞

はあるのですかと聞いてみたりしていると、だんだん何

かもらえる様な気分になってきました。すると、予感が

的中順位は下の方なのに飛び賞を見事獲得することが出

来ました。なんだか、皆さんに申し訳ないなあとおもい

ながらも、嬉しい気持ちで感謝しています。でも、もう

少し高いレベルで獲得できるようにこの歳でもうまくな

りたいと思っています。どんどん皆さんも参加してチャ

リティーを盛り上げていきましょう。奉仕と感謝で。

第663回2月第二例会TOF例会が2月12日、

三条YMCA地下マナホールにて19時から行

なわれました。本日はTOF例会ですので食

事は無し。その費用は献金として使われ

ます。お茶とジュースは飲み放題との説

明があり、ドライバー委員の桂ワイズ司会の下進行して

いきます。初めにアカペラでのワイズソング斉唱後（自

然とハモっておられる方が数名、私も？自分では判らな

い(汗)アカペラは難しいですね）会長挨拶が本日は短め

であり、中村ワイズから地域奉仕とBFファンドについて、

用意していただいたプリントと共に説明していただきま

した。そして本日のゲストスピーカー、社）日本キリス

ト教海外医療協会 梅山 猛様の講演です。梅山 猛氏は日

本キリスト教会海外医療協力会（JOCS）が海外に派遣し

た最初の医師でおられ、インドネシアにて患者さんの治

療に当たられました。大戦末期の京都に徳島からこられ、

学生時代に肺結核を患い、闘病生活の後にたまたま入寮

を許された第三高等学校基督教青年会の洛水寮でキリス

ト教と出会われ、医師となり海外での梅山医師の活動を

支えるためにJOCSが作られたとお聞きしました。生活習

慣も言葉も違う海外でのさまざまなエピソードや苦労話

をざっくばらんにお話いただき、メンバーの皆さんも大

変興味深く聞かれていました。大変貴重なお話をお聞き

し、そして現在83歳とは見えない元気なお姿からまだま

だバイタリティーを感じたのは私だけではなかったと思

います。ありがとうございました。そして各委員会報告

の後、アカペラでのYMCAソング（今回はハモリ無し）斉

唱、会長の閉会点鍾にて終了いたしました。

ＴＯＦ第一例会
三条ＹＭＣＡマナホール

2月12日（木） 島田博司

京都部ＣＳチャリティボーリング大会
しょうざんボウル

2月8日（日） 福田英生

バスでの移動でしたが台北ダウンタウンクラブの気遣い

は行き届いており、水やお菓子類が沢山用意されおもて

なしの精神を感じた次第です。午後からは4年前に立山ワ

イズが除幕式を行われた大学まで伺い植樹された桜の木

が無事咲いているのを見てまいりました。後発組の中原

ワイズ、コメット、松本ワイズとはここで合流し次の見

学地へ向うわけですが、さすが中原ワイズ！要所要所で

ばっちり撮影されている姿に感心するばかりです。さす

が！この夜は3クラブ合同例会がありアルコール抜きの食

事の後カチッとした例会が開催され、それぞれのクラブ

が地域奉仕への取り組みを発表し、いよいよメインイベ

ントダンスパーティー

です。 私は当初は何

もないと気楽に構えて

いたわけですが、オー

プニングに3クラブの

会長がワルツを踊るな

どと言う奇想天外の企

画が盛り込まれており、

急遽野田メネットとのダンスタイムです。これも無事何

とか乗り越えることが出来ました！野田メネットにもま

た感謝です。また野田コメットの大活躍もあり大いに盛

り上がったダンスパー

ティーでしたよ。3

日目は公式な例会も

終了しておりどちら

かと言えば気楽に観

光を楽しむ日となり、

夜のパーティでは韓

国チームの企画には

驚くばかりです。内

容は次回参加者のためにも伏せておきましょう。この頃

には皆さんとも随分近くなったような気がします。やは

り交流と言うのは参加しないと成し得ないものだと強く

感じた4日間です。この期間本当にお世話いただいた台北

ダウンタウンクラブの皆さん、そして韓国チョンロクラ

ブの方々には大きな感謝の気持ちを送りたいと思います。

来年は30周年です。その折には多くのメンバーが駆けつ

けてくれると思います。また次回のキャンプが韓国で開

催されます。今回参加されていないメンバーには是非そ

の場で交流を深めていただきたいと思います。せっかく

の機会です。ワイズに入会しているからこそ出来る事で

もあります。どうせやるならこの機会を活かしましょう！！

以上で3月ブリテンの巻頭文を終了します。



午前9:00時

に時間通り

全員集合し

お土産など

を購入して、

無事関西空

港出発。飛

行機内ではランチがでました。以前に比べると機内食は

非常にシンプルになってしまっている印象。 台北到着。

台北ダウンタウンクラブメンバーの出迎えがあり、韓国

チョンロクラブと合流して観光

バスに乗り込む。台北に着いて

バスに乗っていると予想以上に

暑くなって来て、着ているもの

を上から順に1枚ずつ脱いでい

きました。台北は私にとって10

数年ぶりの街。以前に比べると街全体がやはり大変美し

く変貌しているように思えました。約30分で故宮博物館

へ到着。故宮博物館では通訳がついて、由来などずうっ

と説明してくれました。有名な白菜をかたどった石や象

牙で作った細密画、皇帝の一種のおもちゃである、ミニ

チュアのはめ込み式の

家財道具など、大変精

巧で面白かったです。

また古代、唐や宋時代

の古い茶碗など貴重な

品々が並んでいました

が、余りに多数あり、

ほんの一部しか見られなかった事が心残りでした。4時3

0分に康華ホテルにチェックイン。休息後午後6時よりウ

エルカムパーテイーが始まりました。日本舞踊が先ず行

われ、次に韓国舞踊、最後に台湾茶摘み舞踊が行われま

した。いずれも、さぞ練習を積んだと思われる、上手な

華やかな舞踊でした。午後7時から祝宴が始まりました。

各クラブの会長挨拶があり、山下会長の英語の挨拶は

堂々としていて、判りやすく大変良かったです。外国語

を聞いていて思うのは、日本語が早口の人は英語も早口、

日本語を堂々と話す人は、やっぱり英語も堂々としてい

ると言う事です。やはり何でも母国語が基本だなと改め

て思いました。その後カラオケで日本の歌を台北ダウン

タウンのメネット達が歌い、我々も一緒に歌ったりして

大変盛り上がりました。韓国はJINRO酒、ウエストは日

本酒を持ち込み宴は夜12時ごろまで続きました。初日は

こうして終りましたが、台湾側

のこのトライアングルイベント

に対する熱意がひしひしと伝わっっ

てきたウエルカムパーテイーで

した。

３度目の台湾訪

問となった今回も、

メンバー、メネッ

トの歓待ぶりと、

元気さは、前より

もっともっとパワー

アップされて、ヤッ

パリ圧倒されてし

まいました。負けじと自分のテンション高く元気一杯応

えたいと思っていたのですが、帰国して何日か後胃痛と

下痢に悩み、後から身体に効いてくるみたいでした。お

食事の事をお伝えしないと胃痛の話も、私には生まれて

この方ないことなので先に申し上げますね。朝食もきっ

ちりいただいて、この日はサクラレストランで、丸テー

ブルの大皿盛から個々に取り分けるスタイルの本格的台

湾料理。オードブル、コラーゲンたっぷりの表皮がゼラ

チン質になった豚の丸々角煮、青菜の炒め物、エビの唐

揚げ、大きな鱒の姿煮、中華おこわの

上はふぐのてんぷら？等々。今回パク

チ味はなかったようでおいしくて、４

日通して一番おいしかった。前のあの

食べられない人が続出した時の食事と全然違っていまし

た。陽明公園ヤンミンパークへ。台湾原産の八重桜、菊、

椿や池では腰まで浸かって水仙を束ね竹筏に生けるパフォー

マンスがあり、ススキが群生していた

り、日本の花の季節と少々違うものな

んですね。孫文の国民議会の見学があ

り、100段の階段、100個の桃の手すり

の飾り、数字に意味を持たせ、又風水

による白虎、青龍、朱雀、玄武の方角に対する意味を持

たせ、温泉硫黄の噴出す場所に建立されているとか。螺

鈿や黒檀の調度品のシックなたたずまいに唐三彩のよう

な建物の色調でした。さてこの日は後発の松本ワイズ、

中原ワイズ、コメット正貴君3人を迎えて、夜は２日目。

山下会長のいつでも、なんでも、とにかく、堂々、きっ

ぱり、英語スピーチはやんやの喝采ではじまりました。

ダンスパーテイ、タンゴの音楽で始まり、セクシーな

メネットとタキシードのメンがす

べるように暗くなった会場に現れ、

思わずカッコいい！横で山下会長、

しきりに知らんでー！連発。が、

２幕目に会長、ＩＢＣ委員長たち

が、ワルツを踊りだし、なんだ皆

おんなじ様なもんだと、会長はじめ一同ホッ

とした次第。圧巻は、かず君が、白いドレ

スの女性メンのリードで王子様のようにク

ルクルとダンスを披露。かず君の軽やかな

ステップに、皆感心、（歓心かな？）よかっ

た！嬉しかった!

ＩＢＣTRI-Angle Camp 台湾
2月19-22日 一日目 １９日

市村友美

ＩＢＣTRI-Angle Camp 台湾
2月19-22日 二日目 20日

桂 厚子



3日目、昨夜のダ

ンスパーティーの

疲れもあり睡魔と

闘いながら起床。

約１時間バスにゆ

られて到着したの

は、台北ダウンタ

ウンクラブのサポー

ト先の新生命之家でした。ここはいろんな原因で脊髄を

損傷した人々がリハビリをする施設です。今日は、その

建物の周辺に植樹をするＣＳ活動をしました。スコップ

を片手に一人約５本程度をまんべんなく植樹し、その後

３クラブ会長による石碑の除幕式が行われました。そこ

にはテレビ局の取材もあり、広報にもなりました。その

後バスで移動、Long-Tan Siteで昼

食後、李梅樹記念会館で絵画を見た

後、三峡祖師廟(寺)と老街を散策し

ました。観光地でもあり混雑してお

りましたが台北ダウンタウンメンバー

のサポートで迷子にならず助かりました。その後大板根

リゾートにチェックインしました。今夜のIBC Nightに

そなえた準備で休憩する間も無く慌しく時間が過ぎまし

た。パーティー会場に次々とメンバーが集まり、いよい

よスタートです。乾杯のラッシュ、最終のパーティーで

もあり一段と活気溢れている気がしました。そして各ク

ラブプレゼント交換、台北ダウンタウンメネットさんの

ダンス、そして、男性３名(周会長含)による白鳥の湖は

お見事でした。京都ウエストは、桂ワイズのお茶の点前、

山下会長と野田で二人羽織、そして恒例の炭坑節で盛り

上がりました。鍾路クラブ金会長のサプライズ、二人羽

織も大ウケでした。鍾路クラブは、お面

を付けての狂言？も本格的でした。Tria

ngleでの出しものも年を重ねるごとに本

格的になり皆さん芸達者になりました。

そして、練習量もすごいということでし

た。あっという間

に時間が過ぎ別れを惜しみながら

のＩＢＣ Night散会となりました。

今回感じた事ですが、トライアン

グルで交流する為には、英語が話

せればいいなというレベルではな

く、英会話は絶対不可欠だと思います。会話に自信がな

いと、つい黙っている時間が長くなり隣席の人とも話す

機会を逃すこともあります。そして、正しく会話が出来

ないと、意思の疎通が出来ないどころか、誤解を生じ、

想像によって会話がとんでもない

方向に展開して修正不可能な場合

も多々あります。皆さん、英会話

を始めましょう。

今日は朝から晴れの良い天気に恵

まれた。昨日は少し肌寒く感じた

が、昼からは少し暑いくらいで台

湾の春を満喫しました。昨晩はコ

テージ風の大板根温泉というホテ

ルに宿泊しました。温水プールあ

り、日本風の風呂あり、露天風呂

ありの大自然の山中にある大規模

なホテルであった。基本的には今

日は自由行動ということで、午前

中はプールに行く人、風呂にはいる人、自然林を散策す

る人とに別れて行動をし、

昼はＩＢＣのメンバーで

最後の昼食をいただいて

一路バスにて空港に向かっ

た。私自身もＩＢＣ台湾

訪問は3回目になったわ

けですが、共通して感じる事は国は違えども共通したも

てなしの心、メネットをもまきこんだ大きな輪、大きな

声、積極的な行動は勉強になります。ここで英語が話せ

たらと何回思ったことか分かりません。見送りに来てく

れた人たちと別れを惜しみながら機

上の人となりました。追伸 帰りの

飛行機のエコノミークラスの座席が

満席のため、ビジネスクラスに乗せてくれました。初め

ての体験。ラッキーでした。

長年ワイズライフに関わ

り楽しんでいましたが、初

めて台湾台北ダウンタウン

クラブを訪問する機会に恵

まれ、不安が交錯する中関

空へと向かいました。「百

聞は一見に如かず」空港で

台北のお出迎えを受け、一

昨年京都へ来られた懐かし

い顔、顔。みんなしっかりと名

前を覚えていてくださり感激。

台北ダウンタウンクラブはメン

をサポートされるメネットも一

緒になって、プログラムを盛り

上げて精力的に接待して頂き、忘れることのできない心

に残る四日間となりました。残念ながら（勉強不足なの

ですが）言葉がうまく伝えられなくて、申し訳なく思い

ましたが優しく明るいみんなの笑顔は素晴らしく、こち

らも自然に笑顔になり楽しい思い出が一杯できました。

ＣＳ活動の一つ２００５年４月に「真理大学」で記念の

ＩＢＣTRI-Angle Camp 台湾
2月19-22日 四日目 22日

松本忠正

ＩＢＣTRI-Angle Camp 台湾
参加者の一言

ＩＢＣTRI-Angle Camp 台湾
2月19-22日 三日目 2１日

野田泰伸



植樹をされた桜が咲いていて、その当時

のメンバーはきっと感慨ひとしおだった

のではないでしょうか。

２００９年は脊髄損傷の

ため車椅子生活の方々の

拠点「新生命之家」の玄

関に「さつき」を植樹。今度訪れた時き

れいに咲いているのを見るのが楽しみですね。皆様のお

働きに「ごくろうさま」「おつかれさま」を伝えたくて

教えて貰った言葉「辛苦了」を覚えました。心からのお

礼と友情がいつまでも続くことを願って、見送りに来て

くださった方達に「辛苦了」を言ってお別れしました。

不慣れな私を温かくサポートして下さったクラブの皆様

にもお礼申し上げます。 （鈴木けい子）

今回は次男を連れ参加させていただきまし

た。４回目にも関わらず、やはり台北ダウ

ンタウンクラブの「おもてなし」の気持ち

は随所に現れ、自分たちの楽しみの中に我々

がお邪魔したような、それでいて細部に渡る気配りには

驚きでした。ホストはこうあるべき、のようなお手本を、

また見せていただいた気持ちでした。今年もメネットさ

んの踊りやパフォーマンスは半年以上前から企画、練習

されてきたそうです。団結力に、おおらかさに、食欲に

驚きの連続でした。次回はもっと多くのメンバーでがっ

ちり仕込みを入れたウエストのパワーを見せ付けたいも

のです。 （中原一晃）

初めての海外でした。英語で話さ

ないといけないと聞いていたので、

自己紹介から緊張していましたが、

台湾の方も韓国の方もいい人ばかり

ですぐに緊張もほぐれました。友達もできて台湾のこと

を色々教えてもらいました。学生時代に

海外の方とコミュニケーションがとれる

とても良い経験が出来ました。ありがと

うございました。 （中原正貴）

本当に楽しいIBCでした。私の参加は

三回目になります。やっぱり回数を重ね

て親睦が深まるという事がこんなに楽し

い時間の共有に繋がるものかと思うと参

加出来た喜びを感じます。台湾の方々の

楽しみ方は半端じゃなかったですね。これは息子も同じ

でした。帰りのタクシーの中で息子が言いました『又台

湾行こな！』２０回は聞きました。もう耳にタコできる

ちゅうねん。 （野田君子）

トライアングルキャンプに参加し、思った事は、2005

年に植樹された真理大学の満開の桜を見、又今回は脊髄

損傷された人の施設である｢新生命之家｣にて「ツツジ」

を植樹しまして、ウエストクラブも何か形を残す事が、

歴史の一つを造って行くかもしれないと思いました。全

体としてはウエルカムパーテイー、例会、ダンスパーテ

イ－、さよならパーテイーと三日間

続いて、毎日一杯食べて、日本語で

交流でき、大いに盛り上がり、楽し

かったです。皆良く笑い、良く食べ,

ダンスも楽しんで、他では経験で

きない時間でした。最後に私事ですが、良かった事は、

市村さんと一緒に旅行ができて、学生時代に戻った気分

ではしゃいでしまいました。 （星野淑子）

変わらない笑顔、懐かしい顔々々と３年ぶりに訪れた

台北ダウンタウンクラブメンバーとの再会は意義ある楽

しい三日間でした。よくしゃべり、よく食べ、よく笑う

その明るいエネルギッシュな働きは毎度のことながら目

を見張る思いです。韓国もそうですが、メン・メネット

が共に活動することが当然とされており、メネット独自

の活動はされていないそうですが、メネットによる洋服

などすべてお揃いの台湾の踊り、着物を着こなしての日

本舞踊、おへそ丸出しのセクシーダンスと練習期間は少

なかったとのことでしたが、その出来栄えは素晴らしい

団結力でした。 きめ細やかな心温まるお心遣いに感謝

するトライアングルキャンプでした。 （森田直子）

94歳の母 松本 純子

老人性痴呆症で施設にお世話になり今は入院しておりま

す。昨年12月初めに今年中と言われながら年が変わり2

月の終わり。頑張っています。私たちは週に1、2回顔を

みに行きます。顔をみるまではドキドキ、顔を見ればホッ

とし帰りは切ない思いをしながら帰る繰り返しです。兄

弟夫婦、孫8人、曾孫6人もよく見舞いにきてくれるよう

です。曾孫を見る母は一番うれしそ

うで元気をもらっているようです。

一日でも長く生きてという思い、母

は本当にこれで幸福なのかという思

い、いろいろな事を思いながら生活

している毎日です。

メネット便り

去る２月１４日（土）舞子ビラでの神戸学園都市クラ

ブ１５周年記念例会に出席しました。京都ウエストにも

おなじみの藤井久子さん（ワイズリーダーシップ開発委

員）等の外交メンバーの働きも強く、京都部からも１５

名の参加があり、料理以外はみな手作りというあたたか

味あふれる例会は総勢８０名の盛況でした。１９９４年

１月日本区直前理事としてお祝いにかけつけた思い出あ

る神戸学園都市クラブは、その後、神戸ＹＭＣＡ都市学

園ブランチを主な活動拠点として、楽しく活発にまとま

りある活動をつづけておられ、中でも留学生や野外リー

ダーＯＢ・ＯＧ等青少年たちを巻き込んで、社会人とし

ての仕事の合間、許せる限りＹ'ｓ例会にも参加をと呼

びかけ、卒業後もＹとの接点を失うことなく、将来のワ

イズメンに育ってくれればとの願いをこめたユースクラ

ブ（ワイズユースクラブではありません）を立ち上げて

おられていることには感服しました。パーテイ前には、

神戸港に入港する大型観光船上での歓迎演奏など豊かな

社会活動をされている桜井トシ子さん一門による生田流

琴演奏を聴かせていただき、心を癒したひとときでした。

例会は恙なく３時半に閉会となりました。

神戸学園都市クラブ
１５周年記念例会に出席して

森 田 惠 三



故堀一行さんを偲ぶ会 桂 厚子
昨年5月23日に63歳で逝去された堀一行ワイズを偲ぶ会
が、2月15日にＹＭＣＡマナホールにて、神崎総主事の
もと礼拝がささげられた。その後キャピタルクラブの会
長やメンバーで、マナホール1階フロアを使って会場準
備がされていた。佐々波理事長、山田同盟主事、北海道
から駆けつけた人、たくさんの方が参加。堀一行さんを
慕われる方は数知れずです。お人柄を知る機会となった。
キャピタルの岡本尚男さんが二人三脚で過ごしてこられ、
日本区理事をされた時もいつもそばに堀さんがおられた。
「後どうしたいいの･･･」と肩を落としておられた、パ

レスの宮本隼史さんは、30年のお付き合いの中で、懐か
しい写真の映像を、見ながらこんなに一杯家族ぐるみで
いろんな所に行った事等、悔しがられるお気持ちが伝わっ
てきたけれど、写真の笑っておられる若々しい堀さんの
笑顔が眩しかった。京都の高井さんは涙なくして喋られ
ない様子で、私は高井さんと一緒にリトセン委員会に所
属していたので、いたく涙を他人事とは思えませんでし
た。又キャピタルの橋本眞一さんも、何でも堀さんの言
われるように、ワイズもロータリーも下請けの会の会長
もしてきましたのに･･･と、みんなみんな悲しみを分か
ち合い、在りし日の堀一行さんを偲びました。

（参加者 森田、岩本、桂）

２月５日（木）役員会議事録

報告事項

1. 議事録作成者指名の件 中原

2. チャリティーボーリングに関する件 （立山）

2月８日しょうざんにて、時間に遅れないように。

徳義会さんは４人参加予定。

3. ＩＢＣ台湾訪問に関する件（野田会計）

支払いお願いします。終わってから打ち合わせ。

4. EMCシンポジウム報告に関する件 （中原）

京都部各クラブからの現状報告があった。ＥＭＣ主任

からはメンバー全員の意識の統一と危機感が必要。

5. 2/12 第一例会(TOF) について （中原）

辻中主事のお声かけで梅山猛さんのお話を聞く。新し

いメンバーに対してＣＳの話を中村ワイズにしてもらっ

てはどうか？→ドライバーで検討します。

6. CS献金（年賀はがき切手シート）について

7. BF献金 （立山）

２つまとめてウエスト独自のファンドからのポイン

トで支払います。不足しているメンバーは実費徴収

します。年賀切手での受け取りはしません。現金化

してクラブに納めてください。

8. 3/22 京都部リトセン・チャリティゴルフ大会につ

いて （山下会長）三重のジャパンクラシックで

開催されます。プレー費\15000＋会費\6000です。

２月２０日に締め切り。行かれるメンバーは会長

まで連絡。

9. 3/8 京都YMCAリーダー卒業祝会支援金拠出の件

（山下会長）予算どおり\30000のお祝いを出します。

10. 後期区期納入．会計中間報告の件 （野田会計）

区費はまもなく納入します。中間報告まだの人は渡

します。

11. 各事業委員長報告 （第1、第2委員長）

第一 この後ＩＢＣ打ち合わせします。

12. 30周年PT委員会に関する件 （野田会計）

ＰＴは７名で構成し２月中頃には会合を持ちます。

野田、牧野、立山、安平、河合、市橋、

松本（アドバイザー）

13. その他

西日本区 東日本区 大会に参加予定のメンバーはホ

テルを押さえる意味で早く連絡がほしい。現時点では

東日本区には森田・森田メネ・ 鈴木メネが参加予定。

他クラブ関係

1.熊本設立総会の件 （森田）

ブリテンにも記事を書いたが、８０名集まり元気な設

立総会であった。現在２０名のメンバーを集めている。

広島西クラブが出来そうである。ペンタゴン（５角）

→ヘキサゴン（６角）になるかもしれない。

2.神戸学園都市クラブ15周年記念例会の件（山下会長）

ＹＭＣＡ関係

1.４月１９日に夜桜フェスタが予定されている。

ウエストとしても何か屋台の協力要請が来ている。

2.先日チャリティランの打ち合わせがあった。

５月１８日に行われる。個人的にも献金の依頼が

来ますので協力お願いします。

協議事項

1.前回議事録承認に関する件 （山下会長）

前回議事録がメンバーに配布できていないので、再度

メールで配信します。

2.森田ワイズ活動支援に関する件 （山下会長）

西連合ペンタゴンや設立総会参加などクラブのための

働きが多く少しでも補助を出したい。 →議案に

3.リーダートレーニング支援に関する件

発達支援のリーダーの研修会を行う企画に対し

ウエストに資金援助の依頼が来た。→議案に

4.金澤ワイズを広義会員とする件

仕事の関係で今年度は例会の木曜日の出席がほとんど

出来ない状況から、広義会員を勧め、ご本人も希望さ

れている。→議案に

5.高山ワイズに連絡が取れない。会費の滞納もある。出

欠の連絡もない。規律のない甘いクラブと思われてい

るのではないか？これだけ長くの欠席はあり得ない。

厳しい処置も必要ではないか？→議案に

議案

1.加藤ワイズ 佐々ワイズ委員会配属に関する件

加藤ワイズは第一委員会に

佐々ワイズは第二委員会に配属。 承認。

2.森田ワイズ旅費補助の件 会長と会計で協議し決定す

る。拠出は外部活動補助から。 承認。

3.リーダートレーニング支援に関する件

発達支援のリーダーの研修会を行う企画に対し、

再度意向の確認の上、依頼の金額で行うか、研修費

用まで見るのか、検討するが、会長、会計に一任

する。上限は全額の\70,000まで。 承認。

4.金澤ワイズを広義会員とする。 承認

5.高山ワイズに除名勧告を送る。 承認。

6.永く手付かずのウエスト奨学金の扱いについて

一旦廃止し、新たな使途を見つけ活用できるファン

ドとなるよう次回総会に上げる。 承認。



3月 スケジュール

５日 （木） 役員会 19:30 三条YMCA

１２日（木） 第一例会 19:00 三条YMCA

１９日（木）
第一委員会

第二委員会

19:00

19:30
三条YMCA

２６日 （木） 第二例会 19:00 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙH

4月 スケジュール

２日 (木） 役員会 19:30 三条YMCA

７日 (火）
キャピタルクラブ

合同花見例会
19:00 聖護院御殿荘

１６日 (木）
第一委員会

第二委員会

19:00

19:30
三条YMCA

２３日 (木） 第二例会 19:00 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙH

次回例会紹介及び編集後記
３/１２の第一例会は３０周年のお話です。現在３チー

ムに分散し各チームがそれぞれ調査をされています。み

んなでやる記念事業です。意見は活発に言い、みんなで

盛り上げましょう。今回はＩＢＣ特集号として紙面を増

やしました。現地での珍道中のお話は追って、お酒の席

でご披露したいと思っております。今回も加藤ワイズの

段取りに市村ワイズの通訳。技ありのメンバーの入会で

さらにパワーアップしたウエストとなったと思います。

みなさん一隅を照らせるようにがんばりましょう。

藤居一彦ワイズ・山下太郎ワイズ
松本純子メネット・中村美智子メネット

笹山澄江メネット

中村豊・美智子 ご夫妻
森田恵三・直子 ご夫妻

熊本西クラブに引き続く広島西クラブ誕生の朗報は、

西連合HexagonＤＢＣの期待を大いにふくらませること

となったので、去る3月1日の設立総会に馳せ参じまし

た。前日2月28日午後1時広島駅から昔懐かしい京都の

市電で宇品港へ。フェリーで20分間の短い間ながら似

島（ニノシマ）までの瀬戸の景色を楽しみ、広島市似

島臨海自然少年の家まで約15分のウオーキング。ミー

テイングルームでの貿易ゲーム終了後、新クラブの皆

さんに西連合Pentagon構想をHexagonの夢にふくらませ

たい思いを、あまり負担に感じていただかないように

配慮しつつ、どっぷり論をからめてワイズ入会による

効能と本気になっていただきたい旨をスピーチさせて

いただきました その後は、キャンプサイトにてサザ

エ・カキ・エビなどの海の幸の豪華なバーベキューで

交流を深めたあと、フォークギターリスト山下さんの

エンターテイメントを楽しみました。翌日9時から出席

者４７名のもと設立総会が開かれました。スポンサー

の広島クラブからのキイメンバーを含めて17名とか。

チャーターナイトまでに更に増員を図り、広島Ｙ'ｓ雲

月（うづき）キャンプ村の施設整備と、フィリピンセ

ブ島への歯科医療ボランティアをキーワークとして活

動を進めたいと決意が披露されました。平均年齢は47

歳と若い青年もおられ、しっかりしたクラブが出来る

ような気がしました。約10年前からの新クラブ誕生構

想がようやく実現したことを喜びたいと思います。

私は北区の山裾に住んでいるのです

が、先日子供が「お部屋カメムシ臭い」

と言われ本当にカメムシがいたのに驚

きました。２月末というのにもう出て

来たのか？それとも越冬したのかわか

りません。冬には冬の生き物、春には

春の生き物、本当に日本が季節を感じない国になりそう

で怖い気がします。ところで、私が温暖化対策としてこ

ころがけていることは車です。職種上

お客様を乗せて走る事が多く、社員の

数に比べて車保有数が多いのでなるべ

く燃費の良い車を購入する事にしてい

ます。以前なら普通車を購入するとこ

ろを軽自動車に

と（お客様には

御迷惑かけてま

すが・・・）自

分の車も４ＷＤ

車からプリウス

に変えました。もちろんガソリン代もはるかに安くなり、

少し温暖化に貢献できているのでは？と気持ちの中で思っ

ています。引越しの時期になると日本は本当に豊な国だ

と思います。お客様が出て行った後、

相当数のゴミがでます。もちろんまだ

使える物もあります。そのゴミは捨て

られ焼却されるのです、大きな事は出

来ませんが、一人一人ゴミを減らすこ

と位できるのでは・・・。

ストップ地球温暖化 塚本 勝己

広島西クラブ設立総会に参加して
森田 恵三



京都ＹＭＣＡ三条本館のロビー、平日

の午後の時間帯はたくさんの子ども達と

お母さんで活気あふれていて、時には喧

騒としていて、他の会員の方や事業にご

迷惑をおかけしているほどです。元気いっぱいに、楽し

く仲間や家族と語らい、遊びに夢中になっています。

「公共の場所」であることのマナーを学ぶ場所であるこ

とを伝えないといけませんが、一方で、子どもたちが屈

託なく楽しそうにしている姿を見るにつけ、YMCAが安心

できる場所で平和な空間であることを再認識する時があ

ります。元気な声と笑顔に勇気付けられます。さて、そ

のロビーには毎日多くの方が訪れます。早朝よりスイミ

ングの会員、朝には専門学校の生徒、午後にはスイミン

グスクールの子ども達、勿論それぞれの先生やスタッフ。

お昼休みにはロビーで昼食を取る生徒で賑わいます。野

外活動を始めとした学生ボランティアリーダーも学業の

合間（？）をぬって頻繁に事務所に訪れます。視覚障が

いの方々のサポートを目的としたボランティアグループ、

スペシャルオリンピックスなどの社会人ボランティの方々

も曜日や時間帯を変えてお越しになられます。夜の時間

帯は成人スイミング会員の方々、英会話、社会福祉学科

の学生。そしてワイズメンズクラブ、各種委員会、リー

ダー会やトレーニングと集われています。時には、トイ

レだけを探して来られる方、ホテルを探している外国人

ツーリスト。まさにスモールコミュニティです。性別や

年齢、生まれた国や言葉、障がいや疾病の有無をこえて、

安心して寄り添って生きることの出来る社会の創出をめ

ざして、ＹＭＣＡは「人間」と「空間」「時間」づくり

をしています。今春も多くの事業、プログラムが予定さ

れています。ご参加ならびにお支えをお願いいたします。

１.２００８年度卒業生リーダー祝会のお知らせ

今年も多くの少年リーダーが社会に巣立とうとしてお

ります。ＹＭＣＡでの活動に捧げていただいた労力と時

間は、明日をつくる子供たちの大きな糧となったに違い

ありません。情熱ある働きに感謝するとともに、ＹＭＣ

Ａでの経験が今後に活かされることを祈ってともに祝い

たいと思います。

とき ３月８日(日) 午後２時～５時３０分 (受付午後

１時３０分開始) 京都ＹＭＣＡ

三条本館マナホール

２．新年度プログラム募集

子供たちのウエルネスプログラムの新年

度参加者募集中です。ご参加をお待ちしております。

スイミングスクール・体育活動

お申し込み・お問い合わせ 電話075-255-4709

グローバルアウトドアクラブ

お申し込み・お問い合わせ 電話075-231-4388

3.京都ＹＭＣＡ発達障害児理解セミナー

市民の方々が理解を深め、軽度発達障害児が健やかに成

長できる社会作りに貢献できればと願いセミナーを開催

いたします。幅広い方々のご参加をお待ちしております。

日時：３月１４日（土）午後１時２０分～４時３０分

場 所：こどもみらい館(中京区間之町通竹屋町下ル)

講師・講演

Ⅰ．「高機能広汎性発達障害の青年・成人が抱える精神

医学的問題」

講師 岡田 俊 (京都大学医学部附属病院 講師・児童

精神科医)

Ⅱ．｢大学、高校における発達障害者への就学支援｣

講師 小谷裕実(皇學館大学社会福祉学部教授、小児科医)

参加費:１,５００円

4．リトリートセンター・サバエキャンプ場夏期利用案内

自然いっぱいで心が安らぐリトリートセンター・

サバエキャンプ場では夏期（７・８月）の受付を

下記日程で行います。ご利用ください。

夏期（７・８月）利用受付開始

３０名以上 ３月１１日（水）午前１０時～

３０名未満 ３月１３日（金）午前１０時～

リトリートセンター2008年４月～2009年３月まで

（７・８月を除く）のご利用は只今受付中です。

５.ボランティアセミナーのご案内

①「共に支え共に生きる」-一生と死を考える- 沼野尚

美さんからのメッセージ

2人に1人が"癌になる時代"。まさかのことが我が身に

起こったとき、心の支えになるものはなんでしょうか。

ホスピスの患者さん方は【家族】と答えられます。人生

を豊かにするものと危機状況と直面したとき、自分の人

生を複雑にさせるものとが、皮肉にも同じもの。それは

人間です。長年のホスピスでの働きから、家族の絆につ

いて、人と人との関わりについてお話しさせていただき

ます。

講師 沼野尚美さん 病院薬剤師から、病院チャプレ

ンやカウンセラーに転職、現在六甲病院緩和ケア病棟勤

務チャプレンとカウンセラーを兼職。

日時 ４月１１日(土) 午後６時30分～８時30分

場所 京都ＹＭＣＡ (三条柳馬場)参加費1人 ３００円

②がん患者さんとそのご家族へ 第２６回

苦しみ、悩み、不安を共有しませんか。

この会は患者さんとそのご家族が抱いて

いる苦しみや悩みについて、患者さん同士、

そのご家族同士が話し合い、がんとうまく付き合うため

の情報交換の場です。

日 時 ３月２１日(土) 午後７時～９時

場 所 京都ＹＭＣＡ(三条柳馬場)

参加費 お一人 ３００円(お茶代等)

ＹＭＣＡ ＮＥＷＳ


